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ご
助
言
を
い
た
だ
き
た
い
こ
と


京
都
大
学
の
教
育
学
研
究
科
・
教
育
学
部
に
期
待
す

る
こ
と


大
学
・
研
究
科
運
営
の
効
率
化


ご
質
問
の
う
ち
本
日
ご
回
答
で
き
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
後
日
、
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

5

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル


20

24
年

8月
26
日
（
月
）

•
外
部
評
価
委
員
会
開
催


20

24
年

10
月
末

•
評
価
書
の
ご
提
出
（
外
部
評
価
委
員
の
皆
様
）


20

25
年

3月
末

•
外
部
評
価
報
告
書
の
と
り
ま
と
め
（
自
己
点
検
・
評
価

委
員
会
）

6

1.
 組
織
・
教
員
・
財
務

7

組
織
再
編
：
専
攻
・
講
座


19

98
年

組
織
再
編
（
大
学
院
重
点
化
）

•
2専

攻
（
教
育
科
学
専
攻
、
臨
床
教
育
学
専
攻
）

11
講
座

•
修
士
課
程
段
階
に
高
度
な
専
門
職
業
人
材
養
成
を
め
ざ
す

•
専
修
コ
ー
ス
を
設
置


20

18
年

組
織
再
編

•
1専

攻
（
教
育
学
環
専
攻
）

5講
座

•
大
学
院
課
程
で
学
生
が
所
属
す
る
組
織
と
し
て

9コ
ー
ス
を

設
置

•
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
展
開
オ
フ
ィ
ス
設
置

8



― 55 ―

組
織
再
編
：
背
景

•
知
の
フ
ラ
ッ
ト
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
人
工
知

能
等
を
含
む
技
術
革
新
の
中
で
、
人
間
と
教
育
に
つ
い

て
の
根
底
的
な
問
い
直
し
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
対
応

し
う
る
研
究
者
・
実
践
指
導
者
の
養
成
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
課
題
に
応
え
る
た
め
に
は
、
専

門
分
野
の
高
度
な
知
見
と
同
時
に
、
専
門
分
野
の
壁
を

越
え
た
幅
広
い
識
見
の
両
方
を
視
野
に
入
れ
、
新
し
い

領
域
を
開
拓
し
う
る
教
育
研
究
体
制
が
必
要
と
な
っ
た
。

•
組
織
再
編
を
行
い
、
融
合
型
の
組
織
へ
転
換
す
る
こ
と

で
、
新
時
代
の
教
育
課
題
に
対
応
す
る
「
学
際
教
育
学

研
究
拠
点
」
の
形
成
を
目
指
す
。

9
研
究
組
織

-京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.e
du

c.
ky

ot
o-

u.
ac

.jp
/o

ve
rv

ie
w

/r
e_

or
g/
）
掲
載
資
料
を
更
新

10

組
織
再
編
：
教
育
学
環
専
攻


環 •
教
育
学
の
各
専
門
領
域
間
の
相
互
連
環
、
「
科
学
知
」
と

「
実
践
知
」
を
往
還
さ
せ
る
環
、
ま
た
研
究
・
教
育
・
社
会

貢
献
が
連
動
す
る
環
、
と
い
う
重
層
的
か
つ
ス
パ
イ
ラ
ル
な

連
環
を
意
味
す
る


環
の
大
き
さ
や
連
環
の
し
か
た
は
、
時
代
や
社
会
の
な

か
で
、
ま
た
人
間
の
生
涯
に
お
い
て
も
変
化
し
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
そ
う
し
た
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
う
る
研
究
・
教

育
を
推
進
し
て
い
く
体
制
と
い
う
意
味
も
込
め
て
い
る
。

11

組
織
再
編
：

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
展
開
オ
フ
ィ
ス

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
展
開
オ
フ
ィ
ス

H
P 

(h
tt

ps
:/

/g
lo

ba
l.e

du
c.

ky
ot

o-
u.

ac
.jp

/g
re

et
in

gs
)よ
り

20
18
（
平
成

30
）
年

度
概
算
要
求
（
機
能

強
化
促
進
費
）
に
よ

り
設
置
、

20
20
年
度

か
ら
は
基
幹
経
費
化

「
学
際
教
育
学
研
究
拠

点
」
の
形
成
が
目
的
、

本
研
究
科
に
お
け
る
国

際
教
育
研
究
や
国
際
学

術
交
流
の
中
核
を
担
う

12
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教
員
組
織


20

16
年
度
当
初

•
専
任
教
員
：
教
授

17
 名
、
准
教
授

16
 名
、
講
師

1 
名
、
助
教

3 
名
、

計
37

 名
（
う
ち
女
性
教
員

11
名
、
若
手
教
員

9名
、
外
国
人
教
員

3
名
）
＋
特
定
准
教
授

2 
名
、
特
定
講
師

1 
名
、
特
定
助
教
が

3名
•
協
力
教
員
：
高
等
教
育
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
（
当
時
）
、
こ
こ

ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
（
当
時
）
、
人
文
科
学
研
究
所
か
ら
教
授

5 
名
、
准
教
授

4 
名


20

21
年
度
末

•
専
任
教
員
：
教
授

18
 名
、
准
教
授

13
 名
、
講
師

3 
名
、
助
教

5 
名
、

計
39

 名
（
う
ち
女
性
教
員

14
名
、
若
手
教
員

6名
、
外
国
人
教
員

3
名
）
＋
特
定
助
教

2名
•
協
力
教
員
：
高
等
教
育
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
（
当
時
）
、
こ
こ

ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
（
当
時
）
、
人
文
科
学
研
究
所
か
ら
教
授

4 
名
、
准
教
授

3 
名

13

教
員
組
織


20

16
年
度

特
任
教
員
制
度
を
導
入

•
特
任
教
員
：
社
会
と
の
密
接
な
連
携
に
資
す
る
た
め
に
委
嘱
、
教

育
研
究
機
関
に
お
け
る

20
 年
以
上
の
実
務
経
験
及
び
高
度
な
実

務
能
力
を
有
し
、
研
究
科
の
小
中
高
大
連
携
の
進
展
へ
の
貢
献
が

期
待
さ
れ
る
者
な
ど
が
対
象


20

21
年
度
末
ま
で
延
べ

8名
に
委
嘱


全
学
的
な
組
織
改
革
と
し
て
学
域
・
学
系
制
度
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
。
人
文
・
社
会
科
学
域
に
教
育
学
系
が

設
置
、
専
任
教
員
の
採
⽤
、
昇
任
、
配
置
や
定
員
関
係
計

画
の
策
定
、
教
員
の
服
務
や
エ
フ
ォ
ー
ト
の
管
理
な
ど
に

関
す
る
事
項
は
学
系
が
所
掌

14

教
員
組
織


教
員
評
価
：

3年
ご
と
に
一
度
実
施


20

21
年
度
評
価
：

•
総
括
「
研
究
科
の
教
員
は
教
育
、
研
究
、
組
織
運
営
、
学
外

活
動
・
社
会
貢
献
活
動
の
い
ず
れ
の
評
価
項
目
に
お
い
て
も
、

多
く
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
お
り
、
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際

社
会
か
ら
の
高
度
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
役
割
を
十
二
分
に
果

た
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
」


改
善
・
検
討
課
題

①
組
織
運
営
や
資
格
取
得
に
関
わ
る
授
業
科
目
の
提
供
が
過

重
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と

②
研
究
時
間
の
確
保
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と

15

財
務
状
況

大
学
か
ら
の
当
初
配
分
額
（
千
円
）

外
部
資
金
（
千
円
）

う
ち
講
座
配
分
額

う
ち
科
研
費

20
16
年
度

12
3,

87
6 

 
26

,4
78

 (2
1.

4)
17

5,
13

0 
 

12
4,

99
3 

20
17
年
度

12
1,

72
2 

 
26

,1
71

 (2
1.

5)
16

3,
47

0 
 

96
,0

57
 

20
18
年
度

12
4,

04
5 

 
25

,9
12

 (2
0.

9)
17

1,
62

6 
 

89
,2

94
 

20
19
年
度

12
6,

74
7 

 
30

,2
84

 (2
3.

9)
17

1,
03

8 
 

87
,6

73
 

20
20
年
度

12
3,

05
6 

 
27

,3
47

 (2
2.

2)
17

9,
15

2 
 

96
,6

27
 

20
21
年
度

11
4,

52
1 

 
25

,3
51

 (2
2.

1)
20

5,
01

0 
 

11
9,

78
9 16
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財
務
状
況


当
初
配
分
額
は

1億
2千

万
円
前
後
で
推
移

•
教
員
が
使
⽤
で
き
る
講
座
配
分
額
は

2千
6百

万
円
程
度

•
当
初
配
分
額
に
占
め
る
比
率
は

21
〜

24
％


20

04
年
度
、

20
10
年
度
と
比
較
し
て

•
研
究
科
の
基
盤
的
な
経
費
が
全
体
と
し
て
減
少

•
講
座
配
分
額
も
大
学
か
ら
の
当
初
配
分
額
に
占
め
る
そ
の
比

率
も
減
少

•
20

04
年
度
は

6千
5百

万
円
程
度
（

41
.6

%
）

•
20

10
年
度
は

4千
4百

万
円
程
度
（

33
.6

%
）


外
部
資
金
は

1億
7千

万
円
程
度
を
継
続
的
に
獲
得

17

2.
 教
育
活
動

教
育
学
部

教
育
学
研
究
科

教
育
学
部
・
教
育
学
研
究
科
共
通

18

【
教
育
学
部
】


教
育
目
的

:
•
教
育
と
人
間
に
関
わ
る
諸
科
学
を
学
び
、
心
・
人
間
・
社

会
に
つ
い
て
の
専
門
的
識
見
を
養
成
。

•
広
い
視
野
と
異
質
な
も
の
へ
の
理
解
、
多
面
的
・
総
合
的

な
思
考
力
と
批
判
的
判
断
力
を
形
成
。

•
人
間
ら
し
さ
を
擁
護
し
促
進
す
る
態
度
を
啓
培
。


地
球
社
会
の
調
和
あ
る
共
存
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
。


入
試
制
度

:
•
一
般
入
試
：
「
文
系
」
型
と
「
理
系
」
型

•
特
色
入
試
：
豊
か
な
経
験
活
動
を
評
価

•
学
士
入
学
（
第

3年
次
編
入
）

•
K

yo
to

 iU
P制

度
を
活
⽤
し
、

1回
生
か
ら
留
学
生
を
受
け

入
れ

19

教
育
内
容
の
特
徴

（
1）

初
年
次
専
門
教
育
に
て
「
教
育
研
究
入
門
」
を
刷
新

•
20

16
年
度
の
特
色
入
試
導
入
に
合
わ
せ
、
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
に
よ
る
探
究
型
へ
。

（
2）

国
際
的
な
学
び
の
場
の
充
実

•
外
国
人
教
員
に
よ
る
英
語
授
業
、
英
語
に
よ
る
研
究
発
表
の
サ

ポ
ー
ト
。

•
「
国
際
教
育
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
授
業
等
で
の
共
同
の
授
業
。

•
卒
業
論
文
を
英
語
で
執
筆
す
る
学
生
の
増
加
。

•
北
京
師
範
大
学
や
国
立
台
湾
大
学
、
ド
イ
ツ
・
ド
ル
ト
ム
ン
ト
工

科
大
学
や
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
等
と
の
研
究
交
流
、
日
中
韓

3か
国
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
。

20
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教
育
内
容
の
特
徴

（
3）

幅
広
い
教
養
と
豊
か
な
専
門
性
を
涵
養
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

•
1〜

2年
次

: 教
養
科
目
や
外
国
語
科
目
を
履
修
し
、
基
礎
学
力
や
国
際

的
視
野
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
。

•
3年

次
: 専

門
分
野
（
系
）
へ
の
分
属
を
選
択
。

•
4年

次
: 教

員
2名

に
よ
る
徹
底
し
た
卒
業
論
文
指
導
。

•
理
論
と
実
践
の
往
還
を
目
指
し
、
実
習
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。

•
少
人
数
教
育
や
個
別
指
導
を
継
続
的
に
実
施
。

•
卒
業
論
文
の
口
頭
試
問
は

3名
の
教
員
が
担
当
し
、
公
正
か
つ
多
角
的
に

評
価
。

（
4）

地
域
と
協
同
す
る
教
育
活
動

•
地
域
連
携
科
目
の
開
設
に
よ
り
、
地
域
の
こ
と
を
学
び
つ
つ
国
際
人
と

し
て
の
基
礎
を
培
う
教
育
を
実
施
。

21

学
生
指
導


各
教
員
が
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
設
け
、
修
学
や
学
生

生
活
全
般
に
関
わ
る
相
談
を
随
時
適
切
に
実
施
。


障
害
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
支
援

:
•

20
18
年
度
に
事
前
面
談
を
実
施
。

•
講
義
や
演
習
、
実
習
を
受
け
る
た
め
の
合
理
的
配
慮
を
実
施
。

•
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
や
設
備
の
改
修
。

•
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
て
学
習
環
境
を
改
善
。

22

成
績
評
価


教
育
学
部
が
作
成
し
た
成
績
評
価
基
準
に
基
づ
き
明

確
に
評
価
。


成
績
評
価
の
正
確
性
を
確
保
す
る
た
め
に
異
議
申
立

制
度
を
導
入
。

23

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

•
8割

の
学
部
生
が
シ
ラ
バ
ス
を
利
⽤
し
て
授
業
を
選
択

し
、
満
足
し
て
い
る
。

•
授
業
へ
の
出
席
率
が
高
い
。

•
授
業
全
体
へ
の
満
足
度
が

8~
9割

と
高
い
。

•
20

20
年
度
ま
で
は

1週
間
の
学
修
時
間
が

1時
間
未
満

の
学
生
が
多
か
っ
た
が
、

20
21
年
度
で
は

1時
間
以
上

の
学
生
が

60
%
前
後
に
増
加
。

•
板
書
の
文
字
や
機
器
に
よ
る
提
示
が
見
や
す
い
と
感

じ
た
学
生
は
約

2割
。

•
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
対
す
る
意
見
は
多
様
で
、
双
方

向
性
の
不
足
に
対
す
る
不
満
も
見
ら
れ
た
。

24
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学
部
卒
業
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（
20

21
年
度
）


授
業
等
に
関
す
る
満
足
度
は

80
%
以
上
、
演
習
・
実

習
・
講
義
等
に
つ
い
て
は

90
%
以
上
。


学
生
生
活
全
般
に
関
す
る
満
足
度
は

84
%
。


デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
評
価

:
•
専
門
的
識
見

: 8
9%

•
広
い
視
野

: 9
2%

•
異
質
な
も
の
へ
の
理
解
と
寛
容

: 8
9%

•
多
面
的
・
総
合
的
思
考
力

: 8
7%

•
批
判
的
判
断
力

: 8
3%

•
人
間
ら
し
さ
を
擁
護
し
促
進
す
る
態
度

: 8
5%

•
地
球
社
会
の
調
和
あ
る
共
存
に
貢
献
す
る
力

: 6
2%

25

学
部
生
の
留
学
状
況


20

16
年
度
か
ら

20
18
年
度

:
•
半
年
未
満

: 平
均

8名
（

2.
7%
）

•
半
年
以
上

1年
未
満

: 平
均

2名
（

0.
8%
）


20

19
年
度

:
•
半
年
未
満

: 1
6名

•
半
年
以
上

: 3
名


20

20
年
度
お
よ
び

20
21
年
度

: 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で

0名

26

そ
の
他


卒
業
率
と
進
学
状
況

:
•

20
16
年
度
以
降
、
標
準
修
業
年
限
内
卒
業
率
は

80
%
台
。

•
標
準
修
業
年
限

×
1.

5年
内
卒
業
率
は

90
%
台
（

20
18
年
度

は
10

0%
）
。

•
卒
業
生
の

29
%
が
大
学
院
進
学
。


資
格
取
得
状
況

:
•

20
16
年
度
か
ら

20
21
年
度
の

6年
間
で
教
員
免
許
状
取
得

者
は
計

15
名
。

•
卒
業
生
は
国
家
・
地
方
公
務
員
、
教
育
（
学
校
）
関
係
、

一
般
企
業
で
活
躍
。

27

【
教
育
学
研
究
科
】


教
育
目
的

:
•
教
育
と
人
間
に
関
わ
る
諸
科
学
を
考
究
し
、
理
論
と
実
践
を
結

び
つ
け
た
高
度
な
識
見
と
研
究
能
力
を
養
成
。

•
広
い
視
野
、
異
質
な
も
の
へ
の
理
解
、
責
任
感
、
高
い
倫
理
性
、

多
面
的
・
総
合
的
な
思
考
力
、
批
判
的
判
断
力
を
形
成
。

•
人
間
ら
し
さ
を
擁
護
し
促
進
す
る
態
度
を
啓
培
。

•
地
球
社
会
の
調
和
あ
る
共
存
に
貢
献
で
き
る
高
度
な
専
門
能
力

を
持
つ
人
材
を
育
成
。


専
攻
の
改
組
（

20
18
年

4月
）

:既
述


学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

:
•
研
究
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
修
士
課
程
、
博
士
後
期
課
程
）
。

•
教
育
実
践
指
導
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
修
士
課
程
）
。


現
在
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

•
臨
床
実
践
指
導
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
博
士
後
期
課
程
）
。

28
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【
教
育
学
研
究
科
】


教
育
目
的

:
•
教
育
と
人
間
に
関
わ
る
諸
科

学
を
考
究
し
、
理
論
と
実
践

を
結
び
つ
け
た
高
度
な
識
見

と
研
究
能
力
を
養
成
。

•
広
い
視
野
、
異
質
な
も
の
へ

の
理
解
、
責
任
感
、
高
い
倫

理
性
、
多
面
的
・
総
合
的
な

思
考
力
、
批
判
的
判
断
力
を

形
成
。

•
人
間
ら
し
さ
を
擁
護
し
促
進

す
る
態
度
を
啓
培
。

•
地
球
社
会
の
調
和
あ
る
共
存

に
貢
献
で
き
る
高
度
な
専
門

能
力
を
持
つ
人
材
を
育
成
。

29
研
究
組
織

-京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.e
du

c.
ky

ot
o-

u.
ac

.jp
/o

ve
rv

ie
w

/r
e_

or
g/
）
掲
載
資
料
を
更
新

30

教
育
内
容
の
特
徴

（
1）

コ
ー
ス
共
通
基
盤
科
目

:「
教
育
科
学
基
盤
演
習
」
と
「
学
際
総
合
教
育

科
学
」
を
新
設
。

•
研
究
手
法
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
成
。

•
研
究
科
内
外
の
教
員
や
研
究
者
を
講
師
と
し
て
招
く
。

（
2）

国
際
的
な
教
育
展
開

:
•
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
展
開
オ
フ
ィ
ス
が
国
際
的
な
科
目
を
新
設
。

•
教
育
実
践
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
国
際
的
な
研
究
交
流
会
、
講
演
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

•
「
国
際
合
同
授
業
」
、
「
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
、
「
国
際
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

を
新
設
。

•
英
国

U
C

L教
育
研
究
所
や
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
で
の
国
際
合
同
授
業
。

•
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
で
の
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。

•
高
度
な
英
語
を
⽤
い
る
授
業
。

•
北
京
師
範
大
学
と
の
研
究
交
流
。

•
ド
イ
ツ
・
ド
ル
ト
ム
ン
ト
工
科
大
学
と
の
研
究
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

•
国
際
学
会
誌
へ
の
論
文
投
稿
の
英
文
校
正
費
や
国
際
学
会
で
の
発
表
費
⽤
の
補
助
。

31

教
育
内
容
の
特
徴

（
3）

公
認
心
理
師
取
得
に
向
け
た
指
導
体
制

:
•
個
別
指
導
体
制
が
確
立
さ
れ
、
き
め
細
か
な
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
4）

地
域
の
教
育
現
場
と
の
連
携

:
•
教
育
実
践
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
と
連
携
。

•
京
都
市
立
高
倉
中
学
校
や
福
岡
県
立
京
都
高
校
と
密
に
連
携
。

•
院
生
が
共
同
研
究
や
交
流
に
参
加
し
、
教
育
を
考
え
る
力
を
養
成
。

（
5）

大
学
院
生
が
教
育
に
携
わ
る
機
会

:
•
「
研
究
開
発
コ
ロ
キ
ア
ム
」
を
開
設
し
、
院
生
が
計
画
し
た
研
究
を
演

習
授
業
と
し
て
実
施
。

•
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
と
そ
の
事
前
・
事
後
指
導
を
実
施
（
学
校
現
場
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

E.
 F

O
RU

M
全
国
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
研

修
の
補
佐
、
心
理
教
育
相
談
室
で
の
心
理
臨
床
活
動
等
）
。

32
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授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果


授
業
の
学
び
の
達
成
度
は

20
18
年
度
か
ら

20
20
年
度

ま
で

9割
程
度
、

20
21
年
度
は

8割
。


授
業
の
満
足
度
は

8~
9割

。

予
習
・
復
習
の
学
習
時
間
は
例
年

1時
間
以
上
が

60
%

程
度
、

20
21
年
度
は

3時
間
以
上
が
減
少
し

3分
の

1未
満
。

33

修
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（
20

21
年
度
）


授
業
等
に
関
す
る
満
足
度
は

80
%
以
上
、
課
題
演
習
・
講

読
演
習
・
特
論
に
つ
い
て
は

90
%
以
上
。


学
生
生
活
全
般
に
関
す
る
満
足
度
は

84
%
。


デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
評
価

:
•
専
門
的
な
高
度
な
識
見

: 9
6%

•
卓
越
し
た
研
究
能
力

: 6
7%

•
広
い
視
野

: 8
5%

•
異
質
な
も
の
へ
の
理
解
と
寛
容

: 9
1%

•
多
面
的
・
総
合
的
思
考
力

: 8
9%

•
批
判
的
判
断
力

: 9
1%

•
人
間
ら
し
さ
を
擁
護
し
促
進
す
る
態
度

: 8
9%

•
地
球
社
会
の
調
和
あ
る
共
存
に
貢
献
す
る
力

:  6
5%

34

そ
の
他


修
士
課
程
の
修
了
率

:
•
標
準
修
業
年
限
内
修
了
率
は
概
ね

85
%
以
上
。

•
標
準
修
業
年
限

×
1.

5年
内
修
了
率
は
概
ね

90
%
以
上
（

20
21
年
度
は

10
0%
）
。

•
修
士
課
程
修
了
者
の
博
士
課
程
進
学
率
は
平
均

55
%
。


博
士
学
位
授
与
数

:
•

20
18
〜

20
20
年
度
の
年
平
均

12
名
、

20
21
年
度
は

14
名
。


志
願
者
数
の
傾
向

:
•
教
育
学
環
専
攻
に
改
組
後
、
志
願
者
数
は
減
少
傾
向
。

•
入
学
者
数
も
減
少
傾
向
（

20
19
年
度
以
降
は
定
員
未
満
）
。


日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（

D
C
）
の
採
⽤
率

:
•

20
15
〜

20
17
年
度
で

31
%
、

20
18
〜

20
20
年
度
で

33
%
（
全
国
平
均
は
約

20
%
）
。


修
了
者
の
進
路

:
•
大
学
教
員
、
国
家
・
地
方
公
務
員
、
教
育
関
係
、
一
般
企
業
で
活
躍
。

35

【
教
育
学
部
・
教
育
学
研
究
科
共
通
】


教
員
は

FD
を
通
し
て
教
育
活
動
を
反
省
的
に
捉
え
、
新
た
な
知
見
を
も
っ
て

改
善
。

•
特
色
入
試
に
よ
る
入
学
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
継
続
し
、
共
有
。

•
教
育
研
究
入
門
で
は
担
当
者
間
の
密
な
引
継
ぎ
と
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
。

•
学
生
の
学
修
成
果
や
満
足
度
を
多
角
的
に
評
価
し
、
次
年
度
に
活
か
す
。

•
20

16
年
度
か
ら
「
教
育
学
研
究
科
セ
ミ
ナ
ー
」
を
毎
年
度

2回
以
上
開
催

（
20

21
年
度
ま
で
に
計

19
回
）
。

•
最
新
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
政
策
や
展
開
を
学
ぶ
。

•
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
し
い
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
方
法
を
学
ぶ
。

•
障
害
や
困
難
を
抱
え
た
学
生
へ
の
対
応
方
法
を
学
ぶ
。

36
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【
教
育
学
部
・
教
育
学
研
究
科
共
通
】


教
材
や
新
た
な
教
育
方
法
の

開
発

•
教
員
が
自
ら
編
者
・
著
者
と

な
る
教
科
書
の
刊
行
（
『
教

職
教
養
講
座
』
シ
リ
ー
ズ
、

全
15
巻
）
。

•
e-

le
ar

ni
ng
シ
ス
テ
ム
や

O
C

W
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
活

⽤
し
て
授
業
を
実
施
。

37

3.
 研
究
活
動

38

組
織
と
し
て
の
確
固
た
る
研
究
体

制
の
構
築

•
人
間
と
そ
の
教
育
に
関
す
る
根
本
的
な
問
い
を
立
て
、

革
新
的
な
解
を
与
え
る
人
材
を
養
成
。

•
次
世
代
に
向
け
た
新
た
な
教
育
の
在
り
方
を
検
討
。

•
教
育
の
制
度
設
計
な
ど
の
側
面
か
ら
支
援
・
介
入
可

能
な
モ
デ
ル
を
創
出
。

•
科
学
知
と
実
践
知
を
繋
ぎ
、
研
究
・
教
育
・
社
会
貢

献
を
往
還
す
る
「
フ
ロ
ネ
シ
ス
（
実
践
的
叡
智
）
」

の
拠
点
を
形
成
。


研
究
組
織
の
再
編


グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
展
開
オ
フ
ィ
ス
の
新
設

39

組
織
的
研
究
活
動


独
創
的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

:
•
発
達
を
軸
に
し
た
先
端
的
理
論
と
支
援
モ
デ
ル
。

•
伝
統
文
化
か
ら
先
端
技
術
ま
で
を
含
む
学
習
環
境
の
変
容
と
支

援
モ
デ
ル
。

•
世
代
間

/世
代
内
の
関
係
性
の
歴
史
的
変
容
と
支
援
モ
デ
ル
。


レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
開
催

:
•

20
20
年
度

: 「
越
境
す
る
「
日
本
型
教
育
」
の
歴
史
的
・
多
角
的

理
解
に
向
け
て
」
（

9回
）
。

•
20

21
年
度

: 「
「
日
本
型
」
教
育
を
再
考
す
る
：
東
ア
ジ
ア
と
の

対
話
を
通
じ
て
」
（

4回
）
。

•
20

22
年
度

: 「
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
時
代
の
「
日
本
型
教
育
」
の
行

方
」
（

6回
）
。

•
教
育
文
化
に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
作
成
・
公
開
。

40
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科
研
費
等
外
部
資
金
の
獲
得
状
況


採
択
率
は

55
％
を
超
え
、
全
国
平
均
の

2倍
以
上
。


第

3期
中
期
目
標
の
評
価
期
間
中
に
基
盤
研
究

(A
・

B・
C

)、
挑
戦
的
萌
芽
研
究
、
若
手
研
究
、
研
究
ス
タ
ー
ト
支
援
、

新
学
術
領
域
研
究
で
合
計

13
9件

が
採
択
。


年
平
均
で
基
盤
研
究

(A
)は

2.
7件

、
基
盤
研
究

(B
)は

8.
7

件
の
科
研
費
を
獲
得
。


教
員
の
研
究
活
動
の
活
発
さ
、
能
力
・
意
欲
の
高
さ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
高
さ
を

示
す
。


民
間
企
業
等
か
ら
の
受
託
研
究
費
を
含
め
、
科
研
費
以
外

の
外
部
資
金
も
積
極
的
に
獲
得
。


各
年
度

16
〜

28
件
の
外
部
資
金
を
獲
得
。

41

研
究
成
果
の
積
極
的
な
公
表
と
多

彩
な
受
賞
歴


本
研
究
科
教
員
は
年
平
均

10
0件

以
上
の
著
書
も
し
く

は
査
読
付
き
論
文
を
発
表
。


評
価
期
間
中
に

11
名
（
延
べ

21
名
）
の
教
員
が
学
会

賞
な
ど
を
受
賞
。


授
与
団
体
は

20
以
上
に
の
ぼ
り
、

20
20
年
春
の
紫
綬

褒
章
受
賞
も
含
む
。


受
賞
内
容
は
学
術
的
な
も
の
か
ら
文
化
創
造
的
な
も

の
ま
で
幅
広
い
。


受
賞
者
の
う
ち

6名
は

44
歳
以
下
の
若
手
教
員
も
し
く

は
女
性
教
員
。

42

研
究
成
果
の
積
極
的
発
信
と
人
材

育
成


専
門
書
や
研
究
論
文
の
執
筆
に
よ
っ
て
学
術
成
果
を
積
極

的
に
発
信
。


第

3期
中
期
目
標
期
間
の

4年
目
終
了
時
中
間
評
価
で
「
特

筆
す
べ
き
高
い
質
に
あ
る
」
と
最
高
評
価
を
得
た
。


評
価
対
象

59
1の

研
究
組
織
の
う
ち
上
位
約

10
%
に
入
る
。


論
文
査
読
等
を
数
多
く
引
き
受
け
、
世
界
中
の
若
手
研
究

者
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。


当
該
評
価
期
間
中
、
合
計

11
7 名

の
博
士
後
期
課
程
所
属

の
大
学
院
生
及
び
博
士
号
取
得
者
が
日
本
学
術
振
興
会
特

別
研
究
員
に
採
⽤
。

•
学
振
特
別
研
究
員
の
採
⽤
率
は
全
国
平
均
（
約

20
%
）
を
は
る
か

に
上
回
る
。

43

学
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献


教
員
の
約
半
数
が
教
育
学
・
心
理
学
関
連
の
学
会
の
要

職
に
就
任
（
会
長
・
理
事
長
、
事
務
局
長
、
常
任
理
事
、

編
集
委
員
長
等
）
。


学
術
的
交
流
の
推
進
に
深
く
寄
与
。


教
育
実
践
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
が
主
催
ま

た
は
共
催
し
た
研
修
会
・
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

15
件
。


研
究
科
附
属
臨
床
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
催
ま

た
は
共
催
し
た
一
般
向
け
の
公
開
講
座
等
が

15
件
。


研
究
科
各
講
座
や
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
展
開
オ
フ
ィ
ス
の

主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

37
件
。

44



― 64 ―

よ
り
実
践
的
な
研
究
活
動


地
域
の
教
育
研
究
活
動
や
心
の
支
援
に
根
差
し
た
研

究
活
動
を
実
施
。


新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
災
禍
中
の
教
育
活
動

と
心
身
の
健
康
の
維
持
に
関
す
る
課
題
に
対
応
。


教
育
・
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
矯
正
等
の
現
場
と
共

同
研
究
を
実
施
。


科
学
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
実
践

研
究
を
発
展
的
に
実
施
。

45

小
括

1

第

3期
中
期
目
標
期
間
の

4年
目
終
了
時
中
間
評
価

:
•
研
究
活
動
・
成
果
に
つ
い
て
「
特
筆
す
べ
き
質
に
あ
る
」
と
最

高
評
価
を
得
た
。

•
多
数
の
研
究
成
果
の
発
信
・
公
表
、
教
員
の
受
賞
歴
、
科
研
費

な
ど
の
外
部
資
金
の
獲
得
状
況
が
評
価
さ
れ
た
。


教
員
の
研
究
活
動

:
•
高
い
探
究
意
欲
と
能
力
を
持
ち
、
幅
広
い
研
究
活
動
を
非
常
に

活
発
に
行
っ
た
。

•
科
研
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
に
お
い
て
、
研
究
グ
ル
ー
プ
を
組

織
・
管
理
し
、
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
高
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
発
揮
。

•
外
部
資
金
を
⽤
い
た
研
究
活
動
が
教
育
・
研
究
を
充
実
さ
せ
、

成
果
を
学
術
的
・
社
会
的
に
還
元
し
、
さ
ら
な
る
外
部
資
金
の

獲
得
に
つ
な
が
る
好
循
環
を
形
成
。

46

小
括

2

実
践
的
研
究
活
動

:
•
「
理
論
と
実
践
の
往
還
」
を
重
視
し
、
社
会
的
趨
勢
を
踏
ま
え
た
実
践

的
研
究
活
動
を
精
力
的
に
展
開
。


京
都
大
学
の
教
員
と
し
て
の
自
覚

:
•
高
水
準
の
研
究
活
動
と
成
果
に
対
す
る
高
い
評
価
が
求
め
ら
れ
る
。

•
基
礎
研
究
の
知
見
を
重
ね
、
国
際
的
な
水
準
で
研
究
上
の
対
話
を
進
め

る
。

•
理
論
と
実
践
の
融
合
や
フ
ィ
ー
ル
ド
と
の
対
話
を
重
視
し
、
人
間
の
生

涯
発
達
の
支
援
や
教
育
に
関
わ
る
人
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要

な
責
務
。


今
後
の
展
望

:
•
教
育
・
組
織
運
営
・
社
会
貢
献
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
研
究

環
境
の
整
備
と
拡
充
を
図
る
。

•
さ
ら
な
る
研
究
水
準
の
向
上
を
目
指
す
。

47

4.
社
会
貢
献
・

地
域
連
携
活
動

48
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個
々
の
教
員
の
活
動


社
会
貢
献
活
動

•
公
的
機
関
や
民
間
団
体
の
講
演
会
・
研
修
会
の
講
師

•
新
聞
・
雑
誌
へ
の
寄
稿
、
放
送
番
組
へ
の
出
演

•
日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
、
国
や
地
方
自
治
体
等
の
審
議

会
・
各
種
委
員
会
の
委
員
な
ど


学
界
で
の
社
会
貢
献

•
学
会
の
要
職
、
特
別
講
演
や
パ
ネ
ル
の
座
長

•
日
本
学
術
振
興
会
、
民
間
財
団
の
学
術
賞
の
審
査
委
員

49

心
理
教
育
相
談
室


19

80
年
（
昭
和

55
年
）
に
正
式

に
開
設
さ
れ
た
、
わ
が
国
最
初

の
心
理
教
育
相
談
室


19

97
年
（
平
成

9年
）
に
は
、

発
展
的
改
組
に
よ
っ
て
附
属
臨

床
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
た
。

50

教
育
実
践
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

セ
ン
タ
ー


20

07
年
度
の
特
別
教
育
研
究
経
費
（
教
育
改
革
）
で

設
置
。


小
・
中
・
高
校
や
地
域
の
現
場
の
具
体
的
問
題
に
対

し
、
異
分
野
融
合
チ
ー
ム
で
組
織
的
対
応
を
め
ざ
す
。


E.

FO
RU

M
（

20
06
年
度
〜
）

←
教
職
教
育
の
責
任
部
局
と
し
て
の
知
見

•
「
全
国
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
」

•
「
学
力
評
価
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
試

行
・
改
善
」
事
業
（

20
17
年
度

文
部
科
学
省
「
教
員
の
養

成
・
採
⽤
・
研
修
の
一
体
的
改
革
推
進
事
業
に
係
る
委
託
事

業
」
）

•
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
提
供

51

◎
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

E.
FO

RU
M

（
20

06
年
度
〜
）

（
ht

tp
s:

//
e-

fo
ru

m
.e

du
c.

ky
ot

o-
u.

ac
.jp

/）

「
E

.F
O

R
U

M
 O

nl
in

e（
EF

O
）
」

・
メ
ー
ル
の
一
斉
送
信
機
能
、
掲
示
板

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
フ
ァ
イ
ル
と
属
性
）

毎
年
、

8月
・

3月
に
教
員
研
修
を
提
供
。

会
員
約

20
00
人
。

研
究
成
果
の

発
信

52
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◎
教
育
実
践
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー

（
20

07
年
度
〜
）

•
研
究
科
内
外
の
連
携
を
強
化

•
生
命
性
と
有
能
性
の

2軸
を

追
求

•
「
知
的
コ
ラ
ボ
の
会
」

•
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
活
動

•
共
同
研
究
の
推
進

53

教
育
実
践
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

セ
ン
タ
ー

G
AP
フ
ァ
ン
ド
臨
時

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ポ
ス

ト
・
コ
ロ
ナ
の
初
等

中
等
教
育
に
お
け
る

IC
T活

⽤
に
関
す
る
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

と
具
体
的
提
言
」

（
20

20
年

9月
〜

20
21
年

12
月
）
の
成

果
を
ま
と
め
た
書
籍

（
20

23
年
刊
行
）
→

京
都
大
学
全
学
経
費
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
教
育

問
題
解
決
に
向
け
た
学
校
支
援
の
展
開
」
（

20
20
年

10
月

〜
20

21
年

9月
）
の
助
成
を
受
け
、
提
言
「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ

ナ
時
代
に
お
け
る
新
た
な
学
校
モ
デ
ル
」
を
ま
と
め
た
。

54

そ
の
他
の
活
動


社
会
貢
献
活
動
奨
励
資
金

•
研
究
科
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
支
援


全
学
的
な
連
携
事
業

•
高
大
連
携
事
業

•
地
域
連
携
教
育
（

C
O

C
）
事
業

55

5.
国
際
化

56
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組
織
再
編
：

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
展
開
オ
フ
ィ
ス

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
展
開
オ
フ
ィ
ス

H
P 

(h
tt

ps
:/

/g
lo

ba
l.e

du
c.

ky
ot

o-
u.

ac
.jp

/g
re

et
in

gs
)よ
り

20
18
（
平
成

30
）
年

度
概
算
要
求
（
機
能

強
化
促
進
費
）
に
よ

り
設
置
、

20
20
年
度

か
ら
は
基
幹
経
費
化

「
学
際
教
育
学
研
究
拠

点
」
の
形
成
が
目
的
、

本
研
究
科
に
お
け
る
国

際
教
育
研
究
や
国
際
学

術
交
流
の
中
核
を
担
う

57

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
展
開
オ
フ
ィ
ス

の
設
置


研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

•
「
新
し
い
理
論
的
・
実
践
的
基
盤
に
立
っ
た
教
育
文
化
・
知
の
継

承
支
援
モ
デ
ル
の
構
築
と
展
開
」

•
「
発
達
を
軸
に
し
た
先
端
的
理
論
と
支
援
モ
デ
ル
」

•
「
伝
統
文
化
か
ら
先
端
技
術
ま
で
含
む
学
習
環
境
の
変
容
と
支
援

モ
デ
ル
」

•
「
世
代
間
、
世
代
内
の
関
係
性
の
歴
史
的
変
容
と
支
援
モ
デ
ル
」


そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た

4つ
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
実
施
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
展
開
オ
フ
ィ
ス
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
『
日
本
型
』
教
育
文

化
の
あ
ら
た
な
可
能
性
」
、

20
18

 年
12

 月
1 
日
）
開
催
、

レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
開
催

58

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
展
開
オ
フ
ィ
ス

の
設
置


グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
科
目
を
新
設

•
「
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

•
「
国
際
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」


大
学
院
生
に
対
す
る
支
援

•
国
際
学
会
で
発
表
す
る
学
生
に
対
す
る
海
外
渡
航
経
費

の
一
部
補
助

•
国
際
学
会
で
の
発
表
や
学
術
誌
へ
の
論
文
投
稿
な
ど
大

学
院
学
生
に
対
す
る
支
援

•
教
員
・
学
生
の
研
究
論
文
の
外
国
語
翻
訳
・
校
閲
支
援

な
ど
を
実
施

59

部
局
間
交
流
協
定
の
締
結
・
更
新


ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学
心
理
学
部
（

20
06
年
締
結
。

20
16

 年
、

20
21

 年
）


北
京
師
範
大
学
教
育
学
部
（

20
06
年
締
結
。

20
15
年
、

20
20

年
）


中
国
教
育
科
学
研
究
院
（

20
06
年
締
結
。

20
15
年
、

20
20

 
年
）


ソ
ウ
ル
大
学
校
師
範
大
学
教
育
学
科
（

20
11
年
締
結
。

20
16

 
年
、

20
21
年
）
と
の
協
定
を
更
新


ド
ル
ト
ム
ン
ト
工
科
大
学
教
育
・
心
理
・
社
会
学
部
（

20
16

 年
、

20
21

 年
更
新
）


ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
教
育
学
部
（

20
17

 年
）


オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
日
産
日
本
問
題
研
究
所
（

20
18

 年
）

と
の
協
定
を
締
結

60
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外
国
人
教
員
の
雇
⽤


「
国
際
高
等
教
育
院
に
お
け
る
外
国
人
教
員
受
入
制
度
設

計
」
事
業
を
利
⽤
し
て

20
14
年
に

1名
が
着
任
、

20
16
年
度

に
2名

が
着
任


20

16
〜

20
21
年
度
に
外
国
籍
の
助
教
を

2名
雇
⽤


20

23
年
度
に

2名
の
外
国
人
教
員
を
雇
⽤

61

留
学
生
の
受
け
入
れ

学
部

修
士
課
程

博
士
後
期
課
程

20
16
年
度

2(
  0

.7
)

12
( 1

3.
3)

7(
   

7.
0)

20
17
年
度

3(
  1

.0
)

13
( 1

5.
3)

6(
   

6.
3)

20
18
年
度

5(
  1

.8
)

19
( 2

0.
2)

6(
   

7.
4)

20
19
年
度

6(
  2

.2
)

18
( 1

9.
4)

7(
  

8.
8)

20
20
年
度

5(
  1

.9
)

10
( 1

2.
5)

12
( 1

1.
9)

20
21
年
度

6(
  2

.1
)

9(
 1

2.
3)

18
( 1

9.
4)

20
22
年
度

7(
  2

.4
)

11
(1

5.
5)

19
( 1

8.
8)

20
23
年
度

6(
  2

.1
)

13
(1

4.
4)

16
( 1

8.
4)

※
数
値
は
在
籍
者
数
。
（

）
内
は
学
生
総
数
に
占
め
る
比
率
。

62

6.
コ
ロ
ナ
問
題
へ
の

取
り
組
み

63

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化


20

20
年
度
開
始
直
前
に
公
式
に
授
業
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
が
決
定
。

•
Zo

om
、

Pa
nd

A（
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
）
の
利
⽤


20

21
年
度
後
期
か
ら
ほ
ぼ
全
面
的
に
対
面
授
業

•
過
密
を
避
け
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

•
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
学
生
に
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業

•
教
室
内
に
は
飛
沫
防
止
⽤
ア
ク
リ
ル
板
と
手
指
消
毒
⽤
ア

ル
コ
ー
ル
ジ
ェ
ル
を
設
置

64



― 69 ―

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
（

20
20
年
度
〜

20
22
年
度
）


対
策
の
一
本
化
と
情
報
共
有
の
効
率
化
。


執
行
部
、
教
務
・
学
生
・
学
術
情
報
整
備
委
員
長
、
情
報
担
当
教
員
、
事
務
長
、

総
務
・
教
務
掛
長
、
図
書
室
職
員
で
構
成
。


教
員
向
け
の
サ
ポ
ー
ト

•
Zo

om
・

Pa
nd

A体
験
会
や
研
修
会
を
実
施
（
非
常
勤
講
師
も
含
め
約

10
0名

が
受
講
）
。

•
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
在
宅
勤
務
の
た
め
の
支
援
ペ
ー
ジ
を
作
成
・
更
新
。

•
オ
ン
ラ
イ
ン
化
サ
ポ
ー
ト
教
員

8名
、

TA
や

IC
T支

援
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
（

36
科
目
）
。


学
生
向
け
の
サ
ポ
ー
ト

•
「

IC
Tを

⽤
い
た
学
習
・
研
究
の
た
め
に
」
ペ
ー
ジ
を
作
成
・
更
新
。

•
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
ル
ー
タ
ー
の
貸
し
出
し
。


学
生
同
士
と
教
員
と
の
交
流
促
進

•
Pa

nd
Aに

特
設
サ
イ
ト
を
設
置
。

•
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
談
会
や
対
面
交
流
会
の
開
催
。
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7.
総
括

こ
れ
か
ら
の
活
動

66

内
閣
府
S
IP
：
京
大
松
下
チ
ー
ム
（
2
0
2
3
年
1
0
月
～
）

「「
真真
正正
でで
探探
究究
的的
なな
学学
びび
をを
実実
現現
すす
るる
教教
育育
ココ
ンン
テテ
ンン
ツツ
とと
評評
価価
手手
法法
のの
開開
発発
（（
AA
IICC
AA
NN
））
」」

*AA
u
th

e
n
ti

c
 a

n
d

 II
n
q

u
ir

y
 l
e
a

rn
in

g
 f

o
c
u
s
e
d

 e
d

u
c
a

ti
o
n
a

l 
CC

o
n
te

n
t 

a
n
d

 AA
s
s
e
s
sm

e
n
t 

D
e
v
e
lo

p
m

e
NN

t
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SM
BC
京
大
ス
タ
ジ
オ
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
貧
困
・

格
差
・
虐
待
の
連
鎖
を
乗
り
越
え
る
教
育
ア
プ
ロ
ー
チ
の

研
究
開
発
と
普
及
」
（

20
24
年

8月
～
）

目
的

概
要

①
試
行

「
『
生
き
る
』
教
育
」
の
学
校

現
場
へ
の
導
入
と
そ
の
支
援

教
員
や
各
種
支
援
者
に
対
す
る
研
修

会
の
実
施
、
新
規
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
試
行
と
効
果
検
証
な
ど
。

②
研
究

「
貧
困
の
連
鎖
」
を
断
ち
切
る

た
め
に
教
育
現
場
の
社
会
的
役

割
等
を
検
討

国
内
調
査
、
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
、

国
際
比
較
調
査
な
ど
。

③
開
発

「
『
生
き
る
』
教
育
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
改
善
、
新
規
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発

各
種
専
門
家
（
医
療
・
福
祉
関
係
者

等
）
を
招
い
た
研
究
会
の
実
施
。
ト

ラ
ウ
マ
予
防
（
性
被
害
予
防
）
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
支
援
者
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
。

④
体
制
構
築

「
『
生
き
る
』
教
育
」
を
持
続

的
に
普
及
・
実
施
で
き
る
体
制

の
構
築

研
修
提
供
者
養
成
、
企
業
・
就
労
継

続
支
援
事
業
所
と
の
連
携
に
よ
る
教

具
の
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
。

⑤
社
会
発
信

「
『
生
き
る
』
教
育
」
の
普
及

に
向
け
た
認
知
拡
大
と
提
言

書
籍
の
刊
行
、
政
策
提
言
の
作
成
な

ど
。

68
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20
24

年
度

外
部

評
価

報
告

20
25

.3.
6 

研
究
科
会
議

FD
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会

（
田
中
智
子
、
楠
見
孝
、
南
部
広
孝
）

1

外
部
評
価
と
は

・
位

置
づ

け

「
第

4期
中

期
目

標
・

中
期

計
画

期
間

に
お

け
る

部
局

の
行

動
計

画
・

年
度

計
画

」
（

令
和

4年

4月
1日

～
令

和
10

年
3月

31
日

）
の

一
環

と
し

て
の

、
研

究
科

独
自

の
取

り
組

み
。

自
己

点
検

・
評

価
委

員
会

の
職

掌
。

・
対

象

「
第

3期
中

期
目

標
・

中
期

計
画

期
間

（
20

16
～

20
21

年
度

）
」

を
中

心
に

、
20

16
年

度
か

ら

20
23

年
度

ま
で

の
計

8年
間

。

・
目

標 教
育

学
研

究
科

・
教

育
学

部
の

教
育

・
研

究
活

動
お

よ
び

管
理

運
営

体
制

な
ど

を
外

部
の

眼
で

多
様

な
観

点
か

ら
評

価
い

た
だ

き
、

本
研

究
科

の
強

み
と

課
題

を
明

ら
か

に
し

、
さ

ら
な

る

改
善

に
役

立
て

る
。

・
あ

ゆ
み

20
08

年
第

1回
、

20
13

年
第

2回
を

実
施

。
そ

れ
ぞ

れ
報

告
書

を
刊

行
、

研
究

科
HP

に
も

掲
載

。

2

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

20
24

年
5月

14
日

第
1回

自
己

点
検

・
評

価
委

員
会

当
年

度
中

の
「

外
部

評
価

」
の

実
施

と
概

要
の

確
定

20
24

年
6月

7日
第

2回
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会

外
部

評
価

委
員

会
委

員
候

補
者

の
決

定

20
24

年
7月

外
部

評
価

委
員

会
委

員
就

任
承

諾
、

委
嘱

評
価

の
た

め
の

資
料

の
送

付

20
24

年
8月

26
日

外
部

評
価

委
員

会
委

員
に

対
す

る
説

明
会

の
開

催

20
24

年
10

月
31

日
外

部
評

価
委

員
会

委
員

に
よ

る
評

価
書

の
提

出

20
25

年
2月

評
価

書
に

対
す

る
応

答
の

取
り

ま
と

め

20
25

年
3月

6日
外

部
評

価
報

告
会

（
研

究
科

会
議

に
お

け
る

FD
）

20
25
年

3月
20

日
『

20
24

年
度

京
都

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
・

教
育

学
部

外
部

評
価

報
告

書
』

の
刊

行

3

外
部
評
価
委
員
会
の
構
成

3系
長

を
通

じ
て

の
推

薦
と

、
執

行
部

か
ら

の
推

薦
、

自
己

点
検

・
評

価
委

員
会

と
し

て
の

推
薦

を
も

と
に

、
研

究
科

の
学

問
領

域
全

体
の

バ
ラ

ン
ス

、
大

学
教

育
へ

の
見

識
の

深
さ

と
学

問
分

野

で
の

業
績

、
経

歴
や

所
属

、
性

別
な

ど
を

考
慮

し
て

決
定

。

・
磯

田
文

雄
委

員
（

花
園

大
学

学
長

）
教

育
行
政
及

び
財
政
・

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
研
究

、
高
等
教

育
政
策
論

・
小

檜
山

ル
イ

委
員

（
フ

ェ
リ

ス
女

学
院

大
学

学
長

）
日

米
女

子
教
育
史

・
南

風
原

朝
和

委
員

（
東

京
大

学
名

誉
教

授
、

広
尾

学
園

中
学

・
高

等
学

校
校

長
）

教
育

心
理
学

・
宮

谷
真

人
委

員
（

比
治

山
大

学
・

比
治

山
大

学
短

期
大

学
部

学
長

）
実

験
心
理
学

・
山

下
一

夫
委

員
（

鳴
門

教
育

大
学

参
与

、
前

鳴
門

教
育

大
学

長
）

臨
床
心
理
学

・
山

田
礼

子
委

員
（

同
志

社
大

学
教

授
）

高
等
教

育
学
、
比

較
教
育
学

（
五
十
音
順
）

4
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説
明
会
・
評
価
書
・
報
告
書

説
明

会

研
究

科
長

よ
り

、
主

に
『

自
己

点
検

・
評

価
報

告
書

20
16
～

20
21

年
度

』
本

編
に

基
づ

い
て

、

「
組

織
・

教
員

・
財

務
」

「
教

育
活

動
」

「
研

究
活

動
」

「
社

会
貢

献
・

地
域

連
携

活
動

」

「
国

際
化

」
「

コ
ロ

ナ
問

題
へ

の
取

り
組

み
」

「
総

括
」

の
7観

点
か

ら
口

頭
説

明
。

質
疑

応
答

。

評
価

書

6名
の

外
部

委
員

に
自

由
記

載
形

式
（

40
00

字
程

度
）

で
依

頼
。

報
告

書

概
要

を
記

し
、

評
価

書
を

収
録

。
そ

の
う

え
で

、
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会
に

て
応

答
を

作
成

：
「

研
究

」
（
楠
見
）
、

「
教

育
」

（
田
中
）
、

「
特

色
入

試
」

（
楠
見
）
、

「
国

際
化

」
（
南
部
）
、

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

」
（
田
中
）
、

「
組

織
運

営
」

（
南
部
＋
齊
藤
研
究
科
長
）
、

「
教

育
学

研
究

科
・

教
育

学
部

に
期

待
さ

れ
る

こ
と

」
（
南
部
＋
齊
藤
研
究
科
長
）
の

7観
点

か
ら

叙
述

。
執

行
部

の
検

討
を

経
て

確
定

（
（

）
内
は
草
稿
主
担
当
）
。

研
究

科
HP

に
も

掲
載
。

5

評
価

と
応

答
―

 ⑴
研

究
20

18
年

の
研

究
組

織
再

編
〜

「「
教教

育育
学学

環環
」」

専専
攻攻

科
学

知
と

実
践

知
を

繋
ぎ

、
研

究
・

教
育

・
社

会
貢

献
を

往
還

す
る

「
フ

ロ
ネ

シ
ス

（
実

践
的

叡
智

）
」

の
拠

点
を

形
成

し
、

組
織

的
研

究
活

動
を

進
め

、
科

研
費

等
外

部
資

金
を

獲
得

し
、

こ
れ

ら
の

成
果

を

積
極

的
に

発
信

す
る

と
と

も
に

、
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
お

よ
び

社
会

に
向

け
て

の
活

動
に

継
続

的
に

取
り

組
む

。

↓

基
本

的
に

高
評

価

高
い

生
産

性
、

質
の

高
さ

、
外

部
資

金
獲

得
状

況

リ
エ

ゾ
ン

機
能

を
果

た
す

「
グ

ロ
ー

バ
ル

教
育

展
開

オ
フ

ィ
ス

」

そ
の

成
果

と
し

て
の

『
〈

日
本

型
教

育
〉

再
考

―
―

学
び

の
文

化
の

国
際

展
開

は
可

能
か

』

課
題

：
学

際
的

研
究

（
領

域
相

互
連

環
）

と
社

会
貢

献
の

実
質

性
（

「
質

」
の

追
究

）
6

評
価

と
応

答
―

 ⑵
教

育
学

部
教

育
（

提
言

が
集

中
）

「
教

育
研

究
入

門
」

専
門

科
目

と
の

つ
な

が
り

（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
化

）
、

他
大

学
で

も
広

が
る

探
究

型
初

年
次

教
育

や
高

校
以

前
の

探
究

型
科

目
と

の
差

異
の

明
示

が
必

要

キ
ャ

リ
ア

教
育

・
支

援

国
際

高
等

教
育

院
と

の
実

質
的

連
携

大
規

模
総

合
大

学
な

ら
で

は
の

全
学

的
財

産
の

活
用

大
学

院
教

育

「
教

育
学

環
専

攻
」

下
の

諸
取

り
組

み
に

対
す

る
評

価
→

学
生

の
論

文
テ

ー
マ

の
変

化
は

い
か

に
？

定
員

未
充

足
→

他
大

学
か

ら
の

博
士

後
期

課
程

受
験

者
へ

の
門

戸
拡

大
へ

の
示

唆
（

合
格

率
低

）

（
人

文
・

社
会

科
学

分
野

の
学

位
取

得
者

の
輩

出
と

い
う

社
会

的
責

任
）

手
厚

さ
と

自
由

（
の

学
風

）
の

バ
ラ

ン
ス

cf
.「

自
由

」
は

卒
業

生
外

部
委

員
の

言
及

に
ほ

ぼ
留

ま
る

7

評
価

と
応

答
―

 ⑶
特

色
入

試
20

16
年

度
導

入
時

の
丁

寧
な

準
備

に
対

す
る

高
い

評
価

高
校

生
へ

の
質

問
紙

調
査

、
サ

ン
プ

ル
問

題
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
…

…

第
2次

選
考

の
課

題
へ

の
高

い
評

価

専
門

家
集

団
な

ら
で

は
の

「
壮

大
な

作
品

」

課
題

・
定

員
や

受
験

者
数

と
労

力
の

バ
ラ

ン
ス

測
り

た
い

力
に

迫
る

方
法

の
再

検
討

限
ら

れ
た

資
料

に
対

す
る

多
角

的
問

い
が

可
能

で
は

な
い

か

・
「

共
通

テ
ス

ト
得

点
80

％
」

の
合

格
基

準

難
度

指
標

は
、

平
均

点
で

は
な

く
80

％
以

上
の

高
得

点
を

取
る

者
の

比
率

・
募

集
人

員
に

大
き

く
届

か
な

い
近

年
の

最
終

合
格

者
数

当
初

の
狙

い
と

は
異

な
る

特
性

の
応

募
者

の
増

加
か

・
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

試
験

改
革

に
対

す
る

検
討

と
反

映
8
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評
価

と
応

答
―

 ⑷
国

際
化

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
展

開
オ

フ
ィ

ス
の

設
置

と
そ

の
取

り
組

み
へ

の
高

い
評

価

国
際

共
同

研
究

や
国

際
学

術
交

流
の

中
核

と
し

て

日
本

型
教

育
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

前
掲

書
籍

）
、

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
科

目
の

実
施

、

大
学

院
生

に
対

す
る

支
援

20
13

年
度

外
部

評
価

で
提

示
さ

れ
た

課
題

に
一

定
の

回
答

を
与

え
る

も
の

課
題 学

部
の

海
外

留
学

生
数

の
少

な
さ

・
横

ば
い

状
況

動
機

づ
け

や
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

の
必

要

海
外

の
研

究
大

学
院

へ
の

進
学

大
学

院
生

だ
け

で
は

な
く

学
部

生
に

対
す

る
支

援

9

評
価

と
応

答
―

 ⑸
ジ

ェ
ン

ダ
ー

10
年

前
の

女
性

教
員

目
標

値
：

40
％

（
「

内
な

る
国

際
化

」
）

cf
.2

02
4年

度
教

育
学

系
教

員
女

性
比

率
35

.1
％

（
全

学
研

究
科

中
2位

）
、

専
任

職
員

を
加

え
る

と
42

.6
％

勤
務

環
境

面
（

採
用

・
昇

任
に

際
し

て
の

ル
ー

ル
、

在
宅

勤
務

制
度

、
会

議
ル

ー
ル

、
育

児
ス

ペ
ー

ス
等

）

の
取

り
組

み

女
性

外
部

評
価

委
員

2名
よ

り
研

究
・

教
育

面
に

て
「

ジ
ェ

ン
ダ

ー
」

を
掲

げ
る

こ
と

の
提

言

近
隣

校
の

取
り

組
み

や
学

生
の

反
応

の
紹

介

選
択

必
修

科
目

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

と
教

育
」

→
「

ジ
ェ

ン
ダ

ー
と

人
間

形
成

」

社
会

問
題

と
し

て
認

識
、

教
育

学
・

心
理

学
的

な
東

ア
ジ

ア
国

際
比

較
研

究
へ

の
関

心
（

＋
留

学
生

）

→
卒

論
・

修
論

な
ど

に
関

連
テ

ー
マ

(L
GB

TQ
な

ど
セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
含

め
)が

散
見

す
る

現
状

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
、

倫
理

教
育

と
し

て
の

必
要

性

潜
在

的
関

心
喚

起
、

研
究

テ
ー

マ
化

の
可

能
性

→
科

目
新

設
を

模
索

す
る

意
義

10

評
価

と
応

答
―

 ⑹
組

織
運

営
研

究
科

長
よ

り
、

教
員

の
過

度
の

負
担

を
課

題
と

し
て

提
示

、
改

善
策

の
示

唆
を

希
望

↓

こ
の

小
規

模
さ

で
の

、
明

確
な

目
標

の
た

め
の

改
革

、
研

究
や

教
育

の
成

果
を

高
評

価
。

そ
の

上
で

…
…

研
究

科
長

・
副

研
究

科
長

の
専

属
秘

書
職

員
採

用
、

心
理

系
有

資
格

者
養

成
の

た
め

の
実

習
補

佐
員

採
用

、
間

接
経

費
や

諸
手

当
か

ら
の

プ
ー

ル
・

財
源

化
…

…

課
題

・
本

質
に

か
か

わ
る

も
の

と
そ

う
で

な
い

も
の

と
の

選
別

・
教

職
協

働
の

強
化

（
事

務
職

員
の

持
続

的
・

安
定

的
確

保
が

前
提

）

・
業

務
支

援
の

た
め

の
人

員
や

そ
の

た
め

の
財

源
の

確
保

11

評
価

と
応

答
―

 ⑺
教

育
学

研
究

科
・

教
育

学
部

に
期

待
さ

れ
る

こ
と

研
究

科
長

よ
り

、
本

研
究

科
・

学
部

の
存

在
意

義
を

ど
の

よ
う

に
示

し
て

い
く

か
と

の
課

題
を

提
示

外
部

評
価

委
員

よ
り

現
状

に
対

す
る

充
分

な
評

価
の

上
で

の
提

案

・
組

織
再

編
の

際
に

提
示

し
た

理
念

の
具

現
化

、
発

展

鍵
と

し
て

の
「

フ
ロ

ネ
シ

ス
（

実
践

的
叡

智
）

」
「

教
育

学
環

」
「

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
展

開
」

・
教

育
に

関
わ

る
学

び
の

個
人

や
社

会
に

と
っ

て
の

意
義

の
明

確
化

、
日

本
の

教
育

の
在

り
方

に
対

す
る

一
層

の
提

言
、

諸
分

野
と

の
融

合
・

連
携

の
推

進

・
学

内
に

お
け

る
、

高
等

教
育

を
含

む
教

育
研

究
の

意
義

の
周

知
、

大
学

全
体

の
教

育
活

動
や

国
際

活
動

と
の

連
携

の
強

化

→
 固

有
の

「
教

育
学

」
と

い
う

学
理

の
追

究
cf
.「

教
養
」

→
「
こ

の
よ

う
な

期
待

と
提

案
を

受
け

て
、

京
都

大
学

、
日

本
社

会
、

そ
し

て
国

際
社

会
の

中
に

お
け

る
本

研
究

科

立
ち

位
置

と
役

割
を

再
検

討
・

再
定

義
し

、
持

て
る

リ
ソ

ー
ス

を
最

大
限

に
活

用
で

き
る

よ
う

な
新

し
い

か
た

ち
を

模
索

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
具

体
化

に
向

け
て

の
実

施
可

能
で

現
実

的
な

歩
み

を
始

め
る

時
が

来
た

」
（

応
答
末
尾

）
12



執執筆筆・・編編集集後後記記

本『 年度 京都大学大学院教育学研究科・教育学部 外部評価報告書』の作成にあたり、度々

参照したのは、 年度・第 回外部評価の報告書です。当時進行していた「 」などの大型プ

ロジェクトが直接の評価対象に掲げられるとともに、第 回（ 年度）以来の課題として、いわ

ゆる「評価疲れ」を反映し、「評価の哲学」の確立の必要が強調されていました。いまや、これら

の用語に懐しさを覚える、あるいは初耳だという研究科構成員も多いのではないでしょうか。

第 回の外部評価からおよそ 年が経過し、研究科や大学を取り巻く状況も大きく変化しまし

た。研究科自身も 年度には大きな組織改編を実現しました。その結果、今回の報告書は、

年以来の現状に対してあらたに頂戴した評価書への応答に終始し、前回の外部評価におけるご指摘

と応答に即して、改善・実現の度合いを検証する、という観点がおろそかになったことは否めませ

ん。しかし、過去 回の評価書・報告書には、今日なお学ぶべき視点、未解決の問題などが多々含

まれています。この点を反省し、外部評価の継続性――何が長期的課題であり何か短期的課題であ

るかを見極めること、適切な時期に次の外部評価を設定すること、が今後必要と考えます。

前回の新しい試みであった、外部評価委員会委員の先生方をお招きしての説明会は、今回も同様

に開催しました。台風襲来が懸念される中、昼前から夕刻にわたる半日を費やしての大きな行事と

なりましたが、委員の先生方と研究科出席者との間に信頼感が生まれたことは、何にも代えがたい

成果でした。また、前回の外部評価の際には、「中心となるべき『教育学』そのものに内在する葛

藤」「教育学部の存在意義」をめぐり、「資料には、そのような悩みが全く感じられなかった」と

いうご意見がありました。一方、今回は説明会後に、「（研究科長以下）実に率直に、まったく良

い格好しいでなく、困りごとを含めお話しくださったのがとても好印象であった」との感想をいた

だき、事後の質疑応答を通じ、「学理としての教育学をどのように設定しているのか」という観点

からの問いを得たと解釈し、「教育学部・教育学研究科の存在意義とも関わるもので、京都大学の

教育学部、大学院教育学研究科の将来像を描く際に深めさせていただきたい」との回答を示せたこ

とも重要です。

研究科長以下、執行部によるリードの下でのこのような取り組みや姿勢が、忌憚なき問題点の指

摘を含みつつも、期待と応援を基調とする評価書に結びついたものと思われます。ご多忙中、説明

会にご参加いただき、期限どおりに評価書を仕上げてくださいました 名の先生方に対し、最後に

あらためて感謝と信愛の念を表します。

本報告書は、 年度自己点検・評価委員会の田中智子（委員長）・楠見孝（前研究科長）・南

部広孝（副研究科長）が作成し、執行部との討議を経て確定いたしました。次の外部評価まで、繰

り返し繙かれ活用されることを願います。報告書の作成のみならず、今年度の外部評価事業全般に

わたり、担当の藤村達也助教と事務職員の皆様には、多くのご協力をいただきました。あらためて

御礼申し上げます。

（田中智子）
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